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2Ep－4 発掘繊維資料の織物文化的調査研究
１報　平泉町遺跡俳から発掘された織物断片について
　　　　　　　　　　菊地　美知子　（昭和女大短大）

被　　服

　目的　発掘された繊維材料は、その遺跡の年代から製造年代をほぼ推定することができ
る。これら繊維材料の調査研究は、織物文化の発展過程の一端を解明することに役立つと
考える。本報では、岩手県平泉町遺跡群の1 2世紀後半の柳之御所跡、および志羅山遺跡
から発掘された烏m子の断片３点と漆こし布の断片２点について（*1）、繊維の種類、並び
に織物の構造を明らかにし、この年代における平泉町地域の織物文化の一端を考察する。
　方法　繊維の断而、側面の形態観察は、走査型電子顕微鏡JSM5310型で行い、また赤外
分光光度計1K810で赤外線吸収スペクトルを測定した。織物の構造因子については、JIS-
L1096一般織物試験方法に準じ、バイパーマイクロスコープVH6110型、実体顕微鏡SZ40を

川い、その画像から測定した。
　結果　特記事項は、烏帽子はいずれも繊細な絹織物で、柳之御所跡のものはからみ織組
織（*2）、志羅山遺跡のものは平織組織(平絹）である。漆こし布はいずれも麻類の繊維で、
柳之御所跡のものは平織状に糾まれており（*3）、志羅山遺跡のものは編布である。多様化、
高級化が進んだ1 2 lit紀後半の織物文化の中で、ごく近接した地域でありながら、用途が
同じであっても織組織が^なる織物が使用されており、生活に合わせた用い方がされてい

たものと推測される。
　*1:岩手県平泉町教育委員会、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターから19
92年から1994年に提供された資料　*2:岩手県平泉町文化財調査報告書第3 8集「柳之御
所跡発mm査報告書」　＊3:岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第2 2 8集

2 Ep－ 5 小袖の復元とその時代判定について

○吉中　淑江　河村　まち子＊
　　　　　　　　(＊共立女大)

＜目的＞江戸時代には着物や帯は財産として考えられ何度も仕立て替えをし、また様々な

形で利用されてきた。今回、江戸時代のものと思われる裂と白羽二重とで仕立てられた着
物を引き解き、裂・模様・出来上がり寸法等を調査考察し、この着物の当初の製作年代の

判定と復元を試みることを目的とした。
＜方法＞着物を解体し、模様のつながり、布目方向、汚れ跡、縫い目跡、折れ山、模様の

ついてない部分等を手掛かりとして復元を行なう。そして着物を模様、技法、復元された

出来上がり寸法を文献や、実物遺品等の資料と比較調査し判定する。

＜結果＞着物に使用されていた裂は、薄浅葱縮緬地に橘と君が代の文字が、刺繍と摺り匹
田の技法で表されている。橘の立ち木模様に歌文字を加える着物は18世紀に多く見られ、

特に「君が代は」の使用は江戸時代後期、19世紀以降にしぱしぱ用いられている。現存の
同種模様の着物は、江戸時代後期の製作とされるものに集中している。技術面では、摺り

匹田の技法は現存遺品からは18世紀、江戸時代後期の製作とされる着物に似通ったものが
あり、刺繍の技法も江戸時代中期から後期のものではないかと考察できた。そして復元か

ら得た出来上がり寸法は、現存の19llt紀の作品と考えられる着物の寸法に近いことが分か
った。これらのことから「薄浅葱縮緬地橘君が代模様小袖」の製作年代は18世紀後半から

19世紀初めごろと推定することができた。また解体・復元の作業を通し、この着物が途中
何度か仕立て替えられては大切に使用され、着物の持つ特性を生かした生活の知恵、物を

大切にする昔の人の生活感をを改めて認識した。
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